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近畿都市学会会報 
2024/1/12  NO.219 

事務局 〒577-8502 東⼤阪市⼩若江３−４−１ 近畿⼤学総合社会学部久研究室気付 
E-mail info@kintoshi.site  ホームページ https://kintoshi.site/  

 

 

2023 年度総会報告 

2023 年度総会を 2023 年 7 月 2 日(日)に龍

谷大学大宮キャンパスにて開催し、以下の事項が

報告、提案・承認されました。 

 
(１) 2022 年度事業報告 

庶務委員会 

・理事会の開催 

2022 年 4 月 22 日(金) リモート開催 

2022 年 6 月８日(水) リモート開催 

2022 年 7 月 9 日(土) 神戸学院大学 

2022 年 10 月 6 日(木)  リモート開催 

2023 年 1 月 6 日(金)  リモート開催 

 

・評議員会および総会の開催 

2022 年 7 月 9 日(土) 神戸学院大学 

 

・会報の発行 

 第 213 号 2022 年 5 月 10 日付発行 

第 214 号 2022 年 6 月 27 日付発行 

第 215 号 2022 年 12 月 25 日付発行 

 第 216 号 2023 年 2 月 1 日付発行 

 第 217 号 2023 年 5 月 22 日付発行 

 

・日本都市学会各賞候補の推薦 

 会員からの応募が無く、推薦を行わなかった 

 

・会員数の報告 

会員総数 134 名（2023 年 5 月末現在） 

内 普通会員 111 名、名誉会員（日本都市学

会在籍） 5 名、名誉会員（近畿のみ） 12 名 

  近畿のみ会員（学生会員、他地域） 6 名 

 

集会委員会 

・大会の開催 

2022 年 7 月 9 日(土)に神戸学院大学有瀬キ

ャンパスにて実施した 

・研究発表会の開催 

2023 年 3 月 4 日（土）に近畿大学東大阪キャ

ンパスにて実施した 

 

編集委員会 

『都市研究』18 号を 2022 年 12 月 31 日に発

行した。 

特集：大阪湾ベイエリアの新たな動き 

・加藤恵正「大阪湾ベイエリアの経営課題とその

未来」 

・久保秀幸「堺北臨海部地区の再生」 

査読論文 

・和田真理子「神戸のインナーシティにおけるア

ーティスト・クリエイター集積の形成－大都市の

創造の場としての再生－」 

大会一般研究報告要旨 

・2021 年度春季大会、2022 年度春季大会 

付録 

近畿都市学会会則、『都市研究』（近畿都市学会学

術雑誌）投稿規定・執筆要項、編集後記 

 

(２) 2022 年度決算 

収入の部 予算額 決算額 
会費 1,000,000 946,000 
寄付・その他 0 0 
積立金 0 0 
前年度繰越金 1,227,226 1,227,226 

計 2,227,226 2,173,226 
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支出の部 予算額 決算額 
日本都市学会費 450,000 408,000 
大会運営費 150,000 0 
会議費 10,000 0 
印刷費 700,000 42,020 
人件費 30,000 5,000 
業務委託費 180,000 0 
通信費 150,000 21,832 
運搬交通費 160,000 0 
消耗品費 40,000 6,655 
雑費 10,000 2,175 
積立金 0 0 
予備費 347,226 0 
次年度繰越金 0 1,687,544 

計 2,227,226 2,173,226 

 

(3)新役員人事 

会長： 久隆浩 

理事： 石田信博、稲垣稜、佐藤彰男、佐野光彦、

高橋愛典、田中晃代、中川万喜子、中西久

雄、根田克彦、和田真理子（以上、再任） 

石原肇、中井郷之（以上、新任） 

評議員：碓井照子、小川雅司、加藤一誠、加藤 

恵正、香川貴志、坂西明子、佐々木雅幸、 

中谷年成、長尾謙吉、藤井正（以上、再任） 

飯田匡、栗山尚子、後藤暁夫、酒井高正、

朴井晃、山崎健（以上、新任） 

監事：井上馨、高山正樹（以上、再任） 

幹事：松本麻里（再任） 

 

(4) 2023 年度事業計画 

庶務委員会 

・理事会の開催 

2023 年 5 月 13 日(土) 貸会議室（新大阪） 

2023 年 6 月 19 日(月) リモート開催 

2023 年 8 月、12 月、2024 年 2 月開催予定 

 

・評議員会および総会の開催 

7 月 2 日(日) 龍谷大学大宮キャンパス 

 

・会報の発行 

第 217 号 2023 年 5 月 22 日付発行 

 第 218 号 2023 年 6 月 19 日付発行 

 第 219 号 2023 年 8 月発行予定 

 第 220 号 2023 年 12 月発行予定 

 第 221 号 2024 年 2 月発行予定 

 第 222 号 2024 年 3 月発行予定 

・日本都市学会各賞候補の推薦 

 2023 年 3 月頃、会員からの応募を募り理事会

にて候補者を決定 

 

・近畿都市学会論文賞の創設 

 若手会員の奨励のため、論文賞を創設する（受

賞者は 45歳以下、共著は第一著者のみ） 

 

集会委員会 

・大会の開催 

2023 年 7 月 2 日(日)龍谷大学大宮キャンパス  

・研究報告会の開催 

2024 年 3 月上旬に開催予定 

 

編集委員会 

『都市研究』19 号 2023 年 12 月発行予定 

構成案 

特集テーマ「コロナ禍と都市生活」 

・小長谷一之「post/with コロナ時代の都市構造

と産業・環境」 

・久隆浩「ネットワーク社会に対応した都市・地

域の変化−コロナ禍の変化を考える−」 

・佐藤彰男（龍谷大学）：「COVID-19 パンデミッ

ク禍下におけるテレワーカーの地域分布に関す

る研究」 

・石原肇（近畿大学）：「コロナ禍における道路を

活用した屋外で飲食を楽しめる空間の創出－兵

庫県伊丹市の伊丹郷町屋台村の事例－」 

査読論文：受理 1 編、審査中 1 編 

大会一般研究報告要旨 

・2023（令和 5）年度大会 

付録：近畿都市学会会則、『都市研究』（近畿都市

学会学術雑誌）執筆要項・投稿規定、編集後記 

 

(5) 2022 年度予算 

収入の部 予算額 昨年度額 
会費 912,000 1,000,000 
寄付・その他 0 0 
積立金 0 0 
前年度繰越金 1,687,544 1,227,226 

計 2,599,544 2,227,226 
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支出の部 予算額 昨年度額 
日本都市学会費 444,000 450,000 
大会運営費 0 150,000 
会議費 10,000 10,000 
印刷費 500,000 700,000 
人件費 0 30,000 
業務委託費 180,000 180,000 
通信費 200,000 150,000 
運搬交通費 160,000 160,000 
消耗品費 40,000 40,000 
雑費 10,000 10,000 
積立金 0 0 
予備費 1,055,544 347,226 

計 2,599,544 2,227,226 
 

(５)名誉会員の推薦 

長年評議員を務めて頂いた等、学会運営に多大

な貢献を頂いた、安田丑作氏を名誉会員に推薦し

たい旨提案され、了承された。 

 

2023 年度⼤会研究報告の開催報告 

7 月 2 日（日）総会終了後、研究報告会を龍谷

大学大宮キャンパスにて開催し、以下５題の研究

報告がされました。 

 

自治体病院における新型コロナウイルス感染症

対応の実情～大阪府内地方公営企業法適用病院

への調査から～ 

朴井晃（帝京大学法学部） 

 

条件不利地の合併市町村が直面するデジタル基

盤統合上の課題の検討 

井上あい子（兵庫県立大学大学院経済学研究科） 

 

欧州５大プロサッカーリーグのクラブの集中・

分散立地 

松田隆典（滋賀大学名誉教授） 

 

訪日客の回復と航空の負担問題 

加藤一誠（慶應義塾大学商学部） 

 

長崎花街（かがい）の芸の影響 

中原逸郎（楓錦会） 

 

⽇本都市学会学会賞の推薦について 

2024 年度の日本都市学会各賞の推薦依頼が

以下のとおり来ています。学会賞（奥井記念賞）

については 3点まで、外国語著作賞、まちづくり

賞については 1点を、理事会で審査の上、近畿都

市学会から推薦します。 

 

■外国語著作賞 

・賞の対象：2021 年 1 月 1 日〜2023 年 12 月

31 日(奥付記載日)に刊行の外国語(英語)で記さ

れた著作物の著者。 

 

■学会賞（奥井記念賞） 

・賞の対象：2022 年 1 月 1 日〜2023 年 12 月

31 日（奥付記載日）に刊行の著作物の著者で、

著者全員が学会個人会員であるもの。過去に受賞

した著者（共著を含む）は不可。 

 

■まちづくり賞 

・賞の対象：都市学発展に貢献し、新しい考え方

を示した地域調査機関や行政機関等の報告書の

作成あるいはまちづくり等の企画・実施に、中心

的にかかわった会員 

・賞の対象期間：2021 年 1 月 1 日〜2023 年

12 月 31 日（刊行物の場合は奥付記載日） 

 

推薦希望の方は、外国語著作賞については1 月

28 日までに、それ以外については 3 月 31 日ま

でに近畿都市学会事務局宛メールでご連絡下さ

い(info@kintoshi.site)。自薦、他薦問いません。 

 

外国語著作賞に応募の方は、著書名、著書名和

訳、キーワード(5つ) 、推薦理由（400字程度）

を、それ以外については推薦理由（400字程度）

を添えて下さい。 

なお、推薦が決定した場合、外国語著作賞は推

薦著書の現物( 7 部(献本))、奥井記念賞は推薦著

書の現物( 8 部(献本))を、日本都市学会学会賞事

務局（東北都市学会）までお送り頂きます。（返却

希望の場合は、2 部を除き返却可能です） 
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研究報告会について 

「研究報告会」を、2024 年 3 月上旬で予定し

ています。詳細はホームページ、次号の会報でお

知らせします。 

 

ホームページ等のリニューアルについて 

 ホームページのデザイン・構成を大幅に見直し

ました。また、セキュリティ強化のため SSL

（Secure Sockets Layer）に対応させました。

そのために新たなドメイン kintoshi.siteを取得

しました。 

 新しいホームページの URL、事務局の新しい

アドレスは右の「お問い合わせ」欄の通りです。 

 検索エンジンからアクセスした場合、WEB ブ

ラウザに過去の履歴・キャッシュが残っていると

旧ホームページが表示される場合がありますが、

その際は履歴・キャッシュを消去するか、再読み

込みを実行すると新しいホームページが表示さ

れます。 

 これを機会に、ホームページからの情報提供を

充実させるなど、学会のDX化を進めていきます。 

 なお、従来のドメイン kintoshi.orgも併用し、

旧ホームページや旧メールアドレスも使用でき

るようにしています。 

 

事務局体制について 

2023 年 8 月メール稟議にて開催の理事会に

おいて、理事の担当を以下のように決定しました。 

庶務委員会： 

石原肇、高橋愛典、田中晃代、中川万喜子 

中西久雄 

集会委員会： 

石田信博、稲垣稜、佐藤彰男  

編集委員会： 

佐野光彦、中井郷之、根田克彦、和田真理子 

 

 

 

『都市研究』の刊⾏・論⽂募集について 

『都市研究』の刊行について今後は定期的に刊

行をめざしてまいります。つきましては、査読論

文の投稿をよろしくお願いいたします。執筆要項

はホームページの「刊行物」ページをご覧下さい。 

 

年会費納⼊のお願い 

 2023 年度会費の納入がお済みでない方は以

下の口座まで振込をお願いします。普通会員は年

8,000円、学生会員等近畿都市学会のみ所属の会

員は年 4,000円です。 

 

・ゆうちょ銀行振替口座 

00990-7-86235 近畿都市学会  

・ゆうちょ銀行〇九九店(ゼロキユウキユウ店) 

当座 0086235 キンキトシガツカイ 

 

事務局より 

■会員情報変更について 
会員情報の確認や変更は、「会員管理システム」

によって会員の皆様がご自分で行えます。「会員

管理システム」の URLは以下のとおりです。（近

畿都市学会 HPからもアクセスできます。）［会員

ID］は会報の宛名ラベルに記載しています。 

https://www.mmb-sys.jp/pacmmb/USER/ 

personal/login.aspx 

 

■お問い合わせ 
入退会の申込等、お問い合わせは E メール

(info@kintoshi.site)等でお願いします。 

 

近畿都市学会事務局 
〒577-8502 東⼤阪市⼩若江３−４−１ 

近畿⼤学総合社会学部久研究室気付 
E-mail: info@kintoshi.site 
ホームページ https://kintoshi.site/ 


